











































































C1 に取って代わる  
・C1 に対する不満  
・C2 が理解可能  
・C2 は妥当である  





























































 既有の概念 C1 が存在している状況で，新
たな概念 C2 が導入された場合，C2 は，①拒
否される，②丸暗記される，③C1 に取って代














図 1:Posner の概念変化モデル(筆者による) 














































ということはまれである．C1 によって C2 が
誤って解釈されたり，C1 が C2 を取り込むよ












2.3.  3 つの理論の比較 
 Posner と Chi は，概念変化の対象について
の明確な記述はないが，Vosniadou は物理，心
理，数学，言語の 4 領域を想定している．ま
































・C1 によって，C2 が誤って解釈  
・C1 が C2 を取り込むように変化 
図 3：Vosniadou(1994)の概念変化の捉え 
  (筆者による) 
  (筆者に る) 
































(真野，2010, p.249) ． 
 


































は「y = f(x)」や，視覚的な関数のグラフや y 
= x2，y = sin x や y = log x のような特定の関
数を思い浮かべるだろう．このことは，概念
イメージは，個人の経験との関連のみである」







して，次の図 4 を示している．図 4 は，
Vinner(1991)が示す望ましい問題解決過程で 






























































ととする．図 4，図 5 と本研究における「概
念変化」の定義を基にすると，数学学習にお














   (Vinner,1991,p.71)(和訳は筆者) 
図 5：直観的対応 
   (Vinner,1991,p.73)(和訳は筆者) 
図 6：本研究における「概念変化」 































日 時：平成 30 年 1 月 16 日 
調査時間：約 10 分 
対 象：大学 2 年生～大学院 3 年生 




















6.2.1. 問 1 の結果と分析 


















図 7：アンケート調査問題．問題 1(1)(2) 
図 8：問 1(1)(2)における主な回答と人数 
− 88 − 










































6.2.2. 問 2 の結果と分析 






















































図 9：アンケート調査問題．問 2 
図 10：問 2(1)(2)における主な回答と人数 
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